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(4) ロトン･ロトンの結合係数は粘性係数の値 と矛盾 しない｡
(5) 偏光効果の確認｡
であろう｡
しか し, Greytakらの測定にはいくつかの疑問点が有る (Surkoらの同様な測定
は質的にずっと劣 り,問題にならない )｡上記(1)および(2)は,ラマン散乱強度のピ
ークが中性子散乱で得 られた ロトン･エネルギー 』 ｡ の 2倍より内側に位置するこ



































2JJl = 28.7±0.5 0K
2A 2 = 35.2±0.5 oK
(3) 2ロトンの結合エネルギーEBは,














ロ トンの線 巾 と結合エネルギー
阪大教養 西 山 敏 之
最近 BrookhavenのPassellら(1)は,中性子散乱によるロトンの線巾e)1実験を,精密
な3軸結晶解析の装置によって行った結果,前回の実験結果(2)とは異なって意外に狭い
線巾が得られることを示した｡圧力 1.03atm,温度 1.10K でロトンエネルギーは
0.86K,緑巾は,波数Q<2.7Å~1では,装置巾(instrumentalwidth)0.59K よ
-G41-
